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3
3-3-1 第 1層　物理層

3 OSI 参照モデルの各層の役割

それでは、OSI 参照モデルにおける各階層の具体的な役割について説明していきま
す。

物理層の役割は、コンピュータとケーブルを
接続し、コンピュータが理解できるデジタル
データとケーブルが扱う電気信号を相互に変
換することです。

物理層では、異なるメーカー同士の機器でも
接続ができるように、主に次のようなハード
ウェアの物理的な仕様が規定されています。
・ 通信に使うケーブルの種類や長さ
・ コネクタの形状
・ デジタルデータを電気信号に変換する符号
化の方式

物理層の仕様にしたがって電気信号を中継す
るネットワーキングデバイスとして、リピー
タハブが挙げられます。

リピータハブ

コンピュータ

電気信号

電気信号を中継する

デジタルデータ
0100010....01

電気信号

電気信号

3-3-2 第 2層　データリンク層

データリンク層の役割は、ケーブルで直に
接続されている同一ネットワーク内で、正確
なデータ伝送を実現することです。デジタル
データと電気信号の変換のみを行う物理層に
対し、データリンク層では、誰から誰に伝送
されたデータなのかを判断します。このとき
に使われるのが、第2章で学習したMACア
ドレスです。また、データリンク層では、デー
タが壊れていないかどうかも判断します。

データリンク層では、主に次の事項について
規定されています。
・ 伝送媒体と送信相手の状態を確認し、デー
タを送信することができるかどうかを判断
する方法

・ 伝送中に発生したエラーの検出と対処方法
・ データの送信先と送信元を認識する方法
・ データ（フレーム）の構造

リピータハブ

スイッチング
ハブ

コンピュータ

11:22:33:44:55:66

01:23:45:AB:CD:EF

12:34:56:78:90:AB

66:55:44:33:22:11

宛先：01:23:45:AB:CD:EF

MACアドレスを学習して、
宛先を判断する

MACアドレス

宛先が自分宛では
ないので送られた
データを無視する

無視

データの流れ

データを
流さない

宛先が自分宛なのを
判断して受け取る

データを
流す
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3 第2章でも説明したように、データリンク層は、LANの基本技術を規定していることになります。イー
サネット、トークンリング 、FDD I などは、データリンク層の標準プロトコルです。

データリンク層の機能を実装したネットワーキングデバイスには、ブリッジとスイッチングハブがありま
す。到達した電気信号をそのまま中継するのではなく、電気信号をデータに変換するとともに、データの
送信先を認識して中継先を選択するという働きがデータリンク層の機能といえます。

ネットワーク層は、複数の
ネットワークにまたがって配
置されているコンピュータ同
士のデータ伝送を可能にしま
す。大きく分けて２つの役割
があります。一つは、相手を
識別すること（アドレッシン
グ）、もう一つは適切な経路
を選択すること（ルーティン
グ）です。ネットワーク層で
は、どこへデータを送信する
のかを判断するために IP ア
ドレスと呼ばれる論理アドレ
スを利用します。

3-3-3 第 3層　ネットワーク層

192.168.2.3

192.168.0.3

192.168.2.4 192.168.2.5

192.168.0.1 192.168.0.2

送信元コンピュータ

ルータ

宛先：192.168.2.3

データの流れ

宛先IPアドレス

ルータ

ハブ

ハブ

送信先コンピュータ

IPアドレスから宛先
を判断し、最適な
ルートを選択する

ネットワーク層では、主に次の事項について規定されています。
・ 複数のネットワーク上でも、データの送信先や送信元を特定できるアドレスの割り当て方法
・ 送信先までの経路の選択（ルーティング）方法
・ 選択した経路へデータ（パケット）を流す方法
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3-3-5 第 5層　セッション層

セッション層の役割は、セッション（コ
ネクションの確立から切断までの通信の
一連の手順）を管理して、情報をやり取
りする上で、必要となる状態や方法の同
期を取ることです。手紙のやり取りを例
に挙げると、こちらが書いた手紙が相手
に届く前に、相手から手紙が届いてしまっ
た場合、行き違いが生じて会話が成立し
ません。それと同じで、通信の一連の手
順に行き違いがないように管理し、同期
を取っているのです。

トランスポート層
以下のデータの流れ

A

B

アプリケーション

Bがデータを受け取ったことを
確認するまで、Aは次のデータ
を流さないようにする

AとBのコンピュータで行き違いが
ないように管理、コントロールする

ルータハブ

ルータハブ

3-3-4 第 4層　トランスポート層

トランスポート層の役割は、データ伝送
の信頼性を提供することです。送信元か
ら送り出されたデータが、送信先に正し
く確実に届けられる通信を提供します。

トランスポート層では、主に次の事項に
ついて規定されています。
・ 一度に伝送できるサイズに合わせ、デー
タを分割して送信する方法

・ 分割されたデータを順番通りに並べ、
元に戻す方法

・ データが正しく相手まで届いたかどう
かを確認する方法

・ データに問題が生じても、確実に相手
に届ける方法

データを分割して送信する
TCP、UDP

一度に送信できる
サイズにする

分割されたデータを
順番通りに並べて
元に戻す

コンピュータ

TCP、UDP

ルータハブ

ルータハブ
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プレゼンテーション層の役割は、コン
ピュータ同士のデータ形式の違いを補正
して、データを正しく表現、つまりプレ
ゼンテーションすることです。たとえば、
異なる文字コードを使用しているコン
ピュータ同士が通信すると、文字化けが
発生してしまいます。このようなことを
発生させないようにしているのがプレゼ
ンテーション層です。文字に限らず、画
像データや音楽データなども正しい形式
で表現されるように、プレゼンテーショ
ン層が働いています。また、セキュリティ
を向上させるための暗号化や復号処理も
プレゼンテーション層が担当します。

3-3-7 第 7層　アプリケーション層

3-3-6 第 6層　プレゼンテーション層

セッション層
以下のデータの流れ

A

B

Hello!

アプリケーション

Hello!

アプリケーション

Aから送信されたデータ
形式の違いを補正して
正しく表現（プレゼンテ
ーション）する

Bに送信するデータをネットワークで
統一された形式に変換する

ルータハブ

ルータハブ

アプリケーション層は、ユーザー
が利用するアプリケーションに対し
て、ネットワークサービスを提供す
る層です。私たちが、電子メールを
利用したり、ファイル転送をしたり、
Web ページを閲覧することができ
るのは、アプリケーション層がコン
ピュータと人との橋渡しをしてくれ
ているからです。

アプリケーション層の主なプロトコ
ルには、電子メール（SMTP）、ファ
イル転送（FTP）、Web ページ閲覧
（HTTP）などがあります。使用す
るアプリケーションによって、使わ
れるプロトコルもさまざまです。

ユーザー

ファイルの
転送

メールの
送信

プレゼンテーション層
以下のデータの流れ

・電子メール（SMTP）
・ファイル転送（FTP）
・ホームページ閲覧（HTTP）

アプリケーション層の主なプロトコル

ユーザーが利用するアプリ
ケーションにネットワーク
サービスを提供する

SMTP、FTP、HTTP

アプリ
ケーション

ルータハブ

ルータハブ

ハブ




